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研究成果の概要： 

研究テーマは、社会の＜倫理的ネットワーク＞の構築である。平成 18 年度はその基礎づけとし

て、感情論的視点から「規範意識」の生成を研究し、19 年度には「倫理」の基盤として「常識」

の成り立ちと構造を研究した。そのさい、時代と世代の視点を導入し、死生観と昭和思想の研

究を通じて、常識において＜変わるもの＞と＜変わらないもの＞とを浮き上がらせた。そして

最終の 20 年度には常識の「人類的基盤」の研究に着手した。以上の成果をふまえて、＜倫理ネ

ットワーク＞の理論の構築のための土台、つまり、人類的条件＝形成力/原形＝規準/基本制度/

特定の全体社会からなる歴史的社会の論理構造、ならびに、＜もの＞の形而上学・倫理学の根

本、を固めることができた。さらにまた、規範の運用を相互的に牽制し合う＜倫理的ネットワ

ーク＞だけでなく、＜コンセンサス＞形成の大筋も明瞭になることによって、この両者を（現

場での＜コンセント＞をも含めて）包括するような倫理学の公共的地平、いわば「公共倫理学」

の構想が新たに浮かび上がってきた。目下、「コモンセンスからコンセンサスへ」という方向で、

引き続き「公共倫理学」の基礎づけに取り組んでいる。 
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１．研究開始当初の背景 
 
生命操作時代（グローバル化、デジタルメデ
ィア、ポストモダン）の今日、生命をめぐる
科学技術・市場・国家・欲望を巻き込んだ複
合運動が進行するなかで、倫理の反省という
営み＝倫理学は、現実（リアリティ）の動き
に取り残され、そこから乖離・遊離し、改め
てその存在意義を根底から問い直されてい
る。倫理学の現実性（アクチュアリティ）を
回復させることこそ、いま焦眉の根本課題と
なっている。 
 
 
 
２．研究の目的 
 
上記の課題に応えるために、既成事実との安
易な妥協やその追認のうちにその現実化を
求めるのではなく、むしろ、多様な経営体・
組織・団体・政府・市民社会・個々人のあい
だに張り巡らされる、「社会的責任」を軸と
した情報公開・監査・評価・監視といった社
会的相互評価の働き合いが、重要な論点とし
て浮かび上がる。これについては従来ほとん
ど理論化された例がない。このような見地か
ら本研究では、＜倫理的ネットワーク＞を構
築するための基礎理論を目指す。 
 
 
 
３．研究の方法 
 
まず、社会規範の生成という視点から、生命
論・宗教論・社会哲学にかかわる原理的考察
を積み重ねた。これは主に文献の研究をつう
じて行った。続いて、現代日本社会の実際の
運動とこの内部で増殖している文化論・大衆
論・文明論を精査しながら、常識つまり世間
的評価システムの構造と変容を捉えた。この
ために、文献研究とともに、海外の現地調査
や、海外の研究者との意見交換を試みた。以
上をふまえて、常識のなかに＜倫理的ネット
ワーク＞を位置づけることによって、このネ
ットワークの担い手として個々人の＜主体
性＞を捉え直す方向で、総合的な考察を進め
た。 
 
 
 
 
 

４．研究成果 
 
初年度には、社会規範の生成という視点から、
社会哲学と宗教論にかかわる原理的考察を
以下の三つの方面に渡って展開した。 
（1）社会および国家と規範との結びつきに
関して、プラトンやヘーゲルの国家論ととも
に、とりわけホッブズの国家論の研究を行っ
た。ことにホッブズでは、最新の研究知見を
ふまえつつ、権力・権威と宗教との関係、自
由と必然との関係をめぐって独自の見解を
得た。また、ヘーゲル以降の展開を考慮して
フランス現代思想の一部（ドゥルーズの欲
望・資本主義論）をも視野に収めた。（2）宗
教と社会規範との結びつきに関して、ルター
以降の宗教論を辿り直しつつ、とくにフォイ
エルバッハの宗教論を検討した。またこれと
併せて、インドの社会・宗教・文明を考察に
組み込む必要を感じ、インドの現地調査を試
みた。（3）近代日本人における規範意識・無
意識に関して、近代日本の文学・思想（とく
に伊藤整、戸坂潤、三木清ほか）を研究し、
今日まで「日本人の伝統的な宗教性」として
受け継がれている近代日本人の思惟様式と
その「教養」の原型を把握した。 
以上の三方面の考察を通じて、（生命論に

関してすでに得ていた）＜安らぎ＞（自己身
体の底点）という条件に加え、＜済まなさ＞
（宗教性・根底的第三者性）および社会的相
互評価（水平的第三者性）という二つの第三
者性を、社会規範の根本条件として新たに析
出することができた。 
 

次年度では、「常識」の構造と変容プロセス
を考察した。具体的には、ものと情報と人が
境界を越えて交流し合う「グローバル世界」
が到来するとき、「常識」において何が変化
し、変化のなかで何が持続するかを見極める
ために、三つの視角から考察を進めた。 
（1）生命倫理・医療倫理のケースをめぐっ
て、とくに終末期医療のうちにコンセンサス
とコモンセンスのつながりを探ることをと
おして、最小限主義の倫理の必要性を唱えた。
（2）日本人の現在の死生感に関しては、と
くに世代論を重視し、時代論を背景におきな
がら、日本人のあいだには現在、世代ごとに
異なる三つの常識（生と死の感じ方）が混在
していることを浮き彫りにし、それを考慮す
ることなしにはコンセンサスを論じること
はできない点を明らかにした。（3）昭和思想
論では、昭和という時代を近代化・グローバ
ル化のうちに位置づけつつ、世界思想史の視



 

 

野のなかで、後期西田哲学から三木清と戸坂
潤につながる思考の流れを、グローバルな世
界に通じる＜ものの思考＞として特徴づけ
た。それは同時に、日本文化の底流と人類的
原形とのコモンセンス的な結びつきを示す
ものでもある。この点を中国、アメリカ，ス
ウェーデンに赴き，当地の学者たちと議論す
るなかで確認し、＜虫の視点＞という形で具
体化してきた。 
 
最終年度では、研究全体のテーマである社会
の＜倫理的ネットワーク＞の構築へ向けて
理論的な考察を試みた。 

まず、（1）西洋と日本における常識の基盤
の比較研究を試みた。４月から５月にかけて
スウェーデンで在外研究（招聘教授）を行い、
また、「ナノエシックス」の哲学的基礎づけ
をめぐる考察を契機にして、西洋社会におけ
る思想の布置状況と、その拠り所である「人
間主義」の特徴とを抽出した。他方で、現代
日本における思想状況とその拠り所として
の「アニミズム」を確認した。そこから次に、
（2）人類共通の原初的な世界経験の解明に
取り組み、経験と制度の絡み合いの具体的素
材として、死生感の変容と並走する家族＝親
密な関係の変容について考察を試みた。その
さい、構造人類学（野生の思考、神話論理）
を考慮した。以上をふまえて、（3）社会の形
成論理を考察し、以下のような見通しを得た。
すなわち、人類的な基礎条件（＝社会形成力）、
社会的関係の規準となる原形（＝社会の原制
度/原正義）、原形によって支えられる特定社
会の基本制度、それに、基本制度を土台とし
て成り立つ特定の全体社会、の四水準である。
そして、以上の論理に＜もの＞の形而上学を
組み込むことによって、それぞれの水準を具
体的に把握することができた。けっきょく、
原形（原制度/原正義）という規準は、好意・
負い目の返し合いに第三者的中立性が結び
つくことによって、親近性と敵対性とのあい
だで不断に「友好性」という中間を実現する
ように働くのである。 

 
以上の成果に立って、＜倫理ネットワーク＞
論の理論構築のための土台を固めることが
できた。またさらに、相互的牽制のための＜
倫理的ネットワーク＞だけでなく、＜コンセ
ンサス＞の形成の大筋も明瞭になることに
よって、この両者を包括するような「公共倫
理学」の構想が浮かび上がってきた。今後は
「コモンセンスからコンセンサスへ」という
方向で、公共倫理学の基礎づけに取り組みた
いと考えている（すでに著作の準備を進めて
いる）。 
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